
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（１学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

24

２
学
期

A 単元　相反するイメージの色彩構
成
【知識及び技能】
色とイメージ、かたちとイメージの
基本を理解する。アクリルガッシュ
で丁寧にむらなく彩色ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
トーン対比や色相対比、動対静のか
たちの対比を用いて、相反するイ
メージを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業に主体的に参加し、粘り強く課
題に取り組む。

・色とイメージの関係について
・トーンの概念について
・動的なかたちと静的なかたち
・かたちとイメージの関係につい
て
・アイデアスケッチの方法
・溝引きなどの彩色技術

・混色技術
・彩色技術
・色の対比、かたちの対比についての理解
・作品のオリジナリティと表現力
・作品の完成度
・授業に主体的に参加し、集中して制作して
いるか。

○ ○ ○

美術Ⅰ芸術

B 単元　鑑賞
【知識及び技能】
鑑賞のアプローチの技術を学ぶ。ル
ネサンス美術を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
授業に主体的に参加し、粘り強く課
題に取り組む。

・鑑賞の方法について
・ワークシートの使い方
・グループでの話し合い
・作品についての解説

【 知　識　及　び　技　能 】

〇

〇

（１・２組：関﨑）

○

4〇

・授業を通じての気づきや、学んだことを的
確に文章で表現できているか。

〇 〇

7

○ ○

〇

・授業を通じての気づきや、学んだことを的
確に文章で表現できているか。

〇 〇

・球のデッサンで学んだ基礎的技術を体育館
履きのデッサンに応用できているか。
・輪郭線より稜線を意識し、形体表現ができ
るか。
・作品の完成度
・授業に主体的に参加し、集中して制作して
いるか。

15

・反射光を理解し、的確に表現できるか。
・陰影、特に影の形が的確か。
・ハッチングによる形体表現の技術。
・グラデーションにより、滑らかな形の変化
を捉えているか。
・空気遠近法を理解し、遠近表現に生かすこ
とができるか。
・作品の完成度。
・授業に主体的に参加し、集中して制作して

○ ○

4

　（４組：吉田） （６・７組：吉田）

芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

配
当
時
数

評価規準 知

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に授業に取り組み、美術の授業を通して
他者と自己の違いや互いの長所を認め合うとと
もに、粘り強く制作に取り組むことができる。

（３・５組：吉田）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

美術の基礎的な知識・技術を学び、作品の制作に生かすことができる。

デッサンの見方と技術、色とかたちの基本的知
識の修得、アイデアスケッチの方法とアイデア
を深めるための技術、配色計画と彩色技術、レ
タリング技術を学び、制作に生かすことが出来
るようにする。

与えられた課題に対して、学んだ知識と技術を
基に、考えを深め、美的且つ効果的に工夫して
表現することができる。

高校生の美術１　日本文教出版

芸術

基礎的な知識と技術を基に、課題についての考えを深め、美的且つ効果的に表現できる。

芸術を通して他者と自己の違いや互いの長所を認め合うとともに、粘り強く作品に取り組むことができる。

美術Ⅰ

思 態

１
学
期

A 単元　幾何形体のデッサン
【知識及び技能】
球のデッサンを通じて、デッサンの
基礎的知識および技能を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
授業に主体的に参加し、粘り強く課
題に取り組む。

・直接光と反射光
・陰影表現
・ハッチング
・グラデーション
・空気遠近法 〇

B 単元　体育館履きのデッサン
【思考力、判断力、表現力等】
幾何形体のデッサンで学んだ知識と
技術を体育館履きのデッサンにい応
用し、立体表現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業に主体的に参加し、粘り強く課
題に取り組む。

・直接光と反射光
・陰影表現
・ハッチング
・グラデーション
・空気遠近法
・輪郭線と稜線

〇

C 単元　鑑賞
【知識及び技能】
鑑賞のアプローチの技術を学ぶ。西
洋美術のルーツを学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
授業に主体的に参加し、粘り強く課
題に取り組む。

・鑑賞の方法について
・ワークシートの使い方
・グループでの話し合い
・作品についての解説



３
学
期

A 単元　漢字の感じ～絵文字を作る
～
【知識及び技能】
レタリング技術の習得。
【思考力、判断力、表現力等】
１、２学期の学びを踏まえてアイデ
アを深め、独創的な作品を工夫・表
現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業に主体的に参加し、粘り強く課
題に取り組む。

・レタリング（明朝体とゴシック
体）の方法について
・絵文字のアイデアを考える方法
・よい絵文字のデザインについて

〇 〇

合
計

70

・レタリングの技術
・絵文字のデザイン力と表現力
・授業に主体的に参加し、集中して制作して
いるか。

〇 〇 〇 16


